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（１）連結経営成績（累計） （％表示は，対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 645,601 △5.5 10,473 △77.2 12,807 △73.9 10,651 △72.2

2021年３月期第２四半期 683,276 △18.2 46,034 △26.2 48,997 △24.9 38,331 △19.6

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期13,548百万円（△64.0％） 2021年３月期第２四半期37,646百万円（△13.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 14.19 －

2021年３月期第２四半期 50.25 48.67

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 1,855,337 804,347 43.0

2021年３月期 1,908,674 821,446 42.7

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 798,324百万円 2021年３月期 815,288百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 12.00 － 18.00 30.00

2022年３月期 － 11.50

2022年３月期（予想） － 11.50 23.00

（％表示は，対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,550,000 6.4 76,500 △23.6 77,000 △27.0 58,000 △24.8 77.82

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

（注）2021年３月期の中間配当金には，特別配当２円，期末配当金には，特別配当８円が含まれております。

　　　2022年３月期の中間配当金及び2022年３月期(予想)の期末配当金には，それぞれ特別配当１円50銭が含まれており

ます。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 788,514,613株 2021年３月期 788,514,613株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 48,810,927株 2021年３月期 25,661,068株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 750,906,575株 2021年３月期２Ｑ 762,855,881株

※注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有
（注）詳細は，添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は，添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※業績予想の適切な利用に関する説明，その他特記事項
　本資料に記載されている業績予想は，本資料の発表日現在入手可能な情報を勘案して作成しています。このため，今
後の経済情勢の変化等によって，実際の業績は異なることがあります。なお，業績予想に関する事項については，添付
資料２ページに記載の「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
及び本日（2021年11月８日）公表の「決算説明資料」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の日本経済は，新型コロナウイルス感染症の影響下で経済活動が一

定の制約を受け，個人消費や雇用情勢が弱い動きとなったものの，設備投資や輸出，企業収益な

どにおいて持ち直しの動きが続きました。

　建設業界においては，官公庁工事の受注が堅調に推移したことに加え，感染症の影響により減

少していた民間工事の受注にも回復傾向が見られ，業界全体の受注高は前年同期を上回る結果と

なりました。

　当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は，完成工事高及び開発事業等売上高の減

少により，前年同期に比べ5.5％減少し6,456億円となりました。

　利益については，工事採算の低下に伴う完成工事総利益の減少や販売費及び一般管理費の増加

などにより，営業利益は前年同期に比べ77.2％減少し104億円，経常利益は73.9％減少し128億

円，親会社株主に帰属する四半期純利益は，72.2％減少し106億円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の資産の部は，現金同等物（現金預金及び有価証券に含まれる譲

渡性預金）やＰＦＩ事業等棚卸資産の減少などにより，前期末に比べ533億円減少し１兆8,553億

円となりました。

　負債の部は，支払手形・工事未払金等の減少などにより，前期末に比べ362億円減少し１兆509

億円となりました。

　なお，連結有利子負債の残高は4,216億円となり，前期末に比べ10億円の減少となりました。

　純資産の部は，自己株式の取得などにより，前期末に比べ170億円減少し8,043億円となりまし

た。また，自己資本比率は前期末に比べ0.3ポイント増加し43.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想については，2021年７月30日に公表しました業績予想を修正しておりません

が，直近の業績状況を踏まえ，売上高及び売上総利益の内訳を変更しております。詳細は，本日

（2021年11月８日）公表の「決算説明資料」４ページ及び６ページをご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 214,321 143,804

受取手形・完成工事未収入金等 484,445 553,773

有価証券 62,000 68,000

販売用不動産 3,158 2,168

未成工事支出金 69,538 37,244

開発事業支出金 17,143 18,130

ＰＦＩ事業等棚卸資産 52,086 1,900

その他 112,062 106,853

貸倒引当金 △1,157 △1,131

流動資産合計 1,013,598 930,743

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 182,473 190,681

土地 250,111 258,478

その他（純額） 69,314 81,874

有形固定資産合計 501,899 531,034

無形固定資産 19,140 19,353

投資その他の資産

投資有価証券 355,679 355,551

その他 20,292 20,576

貸倒引当金 △1,936 △1,921

投資その他の資産合計 374,035 374,205

固定資産合計 895,076 924,593

資産合計 1,908,674 1,855,337

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 280,980 237,915

短期借入金 143,705 108,645

１年内返済予定のノンリコース借入金 7,851 8,731

コマーシャル・ペーパー - 30,000

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

１年内償還予定のノンリコース社債 1,265 13,962

未成工事受入金 99,340 105,998

完成工事補償引当金 3,305 3,259

工事損失引当金 14,441 16,172

その他 154,018 146,054

流動負債合計 714,908 680,742

固定負債

社債 100,000 100,000

ノンリコース社債 21,969 8,640

長期借入金 71,323 63,697

ノンリコース借入金 66,573 77,938

退職給付に係る負債 53,029 55,470

その他 59,423 64,500

固定負債合計 372,319 370,247

負債合計 1,087,227 1,050,989

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 74,365 74,365

資本剰余金 43,116 43,116

利益剰余金 563,628 563,611

自己株式 △21,615 △41,617

株主資本合計 659,494 639,476

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 133,863 135,648

繰延ヘッジ損益 236 242

土地再評価差額金 25,831 25,831

為替換算調整勘定 △3,556 △1,868

退職給付に係る調整累計額 △581 △1,006

その他の包括利益累計額合計 155,794 158,847

非支配株主持分 6,157 6,023

純資産合計 821,446 804,347

負債純資産合計 1,908,674 1,855,337
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高

完成工事高 610,904 588,514

開発事業等売上高 72,371 57,087

売上高合計 683,276 645,601

売上原価

完成工事原価 535,853 545,352

開発事業等売上原価 60,340 45,892

売上原価合計 596,194 591,245

売上総利益

完成工事総利益 75,050 43,161

開発事業等総利益 12,031 11,194

売上総利益合計 87,082 54,356

販売費及び一般管理費 41,047 43,883

営業利益 46,034 10,473

営業外収益

受取利息 583 354

受取配当金 2,809 3,280

その他 2,091 983

営業外収益合計 5,483 4,619

営業外費用

支払利息 1,420 1,314

その他 1,100 970

営業外費用合計 2,521 2,285

経常利益 48,997 12,807

特別利益

固定資産売却益 11,978 6,456

特別利益合計 11,978 6,456

特別損失

固定資産売却損 11 20

投資有価証券評価損 787 18

感染症関連損失 4,027 －

特別損失合計 4,826 39

税金等調整前四半期純利益 56,149 19,224

法人税等 17,739 8,729

四半期純利益 38,409 10,495

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
77 △156

親会社株主に帰属する四半期純利益 38,331 10,651

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 38,409 10,495

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △377 1,779

繰延ヘッジ損益 227 5

為替換算調整勘定 △1,245 1,683

退職給付に係る調整額 533 △422

持分法適用会社に対する持分相当額 99 7

その他の包括利益合計 △762 3,053

四半期包括利益 37,646 13,548

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 37,679 13,705

非支配株主に係る四半期包括利益 △32 △156

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 56,149 19,224

減価償却費 7,790 9,601

貸倒引当金の増減額（△は減少） △103 △43

工事損失引当金の増減額（△は減少） △483 1,711

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 627 1,818

固定資産売却損益（△は益） △178 △2

投資有価証券評価損益（△は益） 787 18

投資有価証券売却損益（△は益） △11,788 △6,433

受取利息及び受取配当金 △3,392 △3,635

支払利息 1,420 1,314

売上債権の増減額（△は増加） 134,767 23,182

販売用不動産の増減額（△は増加） 440 1,376

未成工事支出金の増減額（△は増加） 1,455 △5,475

開発事業支出金の増減額（△は増加） 8,512 △986

ＰＦＩ事業等棚卸資産の増減額（△は増加） △1,304 511

仕入債務の増減額（△は減少） △57,437 △42,522

未成工事受入金の増減額（△は減少） △16,215 9,620

その他 △37,347 407

小計 83,699 9,687

利息及び配当金の受取額 3,813 4,269

利息の支払額 △1,290 △1,403

法人税等の支払額 △24,952 △10,462

営業活動によるキャッシュ・フロー 61,269 2,091

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △46,090 △40,132

有形固定資産の売却による収入 217 80

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △735 △132

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 14,573 8,816

その他 △1,836 △202

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,870 △31,570

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 32,677 △34,079

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △80,000 30,000

長期借入金の返済による支出 △9,359 △9,178

ノンリコース借入れによる収入 30,000 15,819

ノンリコース借入金の返済による支出 △3,515 △4,151

社債の発行による収入 50,000 －

ノンリコース社債の償還による支出 △2,132 △632

自己株式の取得による支出 △1 △20,001

配当金の支払額 △15,283 △13,755

その他 △232 △227

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,152 △36,206

現金及び現金同等物に係る換算差額 △749 1,168

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 28,801 △64,516

現金及び現金同等物の期首残高 352,722 276,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 381,524 211,804

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は，2021年５月10日開催の取締役会において，当社普通株式28,000,000株，取得価額の総額

20,000百万円を上限とした自己株式の取得を決議し，当第２四半期連結累計期間に当社普通株式

23,148,200株を19,999百万円で取得しました。当該自己株式の取得等により，当第２四半期連結

累計期間において自己株式が20,001百万円増加し，当第２四半期連結会計期間末の「自己株式」

は41,617百万円となりました。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り，税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（会計方針の変更）

収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

収益認識会計基準等の適用にあたっては，収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っており，第１四半期連結会計期間の期首において，会計方針の変更に伴う影響額

を利益剰余金に加減しております。この結果，利益剰余金の当期首残高は3,086百万円増加して

おります。

また，当第２四半期連結累計期間の売上高は3,739百万円，売上原価は3,484百万円それぞれ減

少し，営業利益，経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ255百万円減少しておりま

す。

時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

時価算定会計基準等の適用にあたっては，時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従ってお

り，時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を，将来にわたって適用することとしておりま

す。

なお，当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の収束時期は依然として不透明でありますが，当社グループにおい

ては，感染拡大防止策を一層強化・徹底したうえで，建設業における雇用の確保など，経済活動

の維持のため今後も工事を継続することを前提に，工事原価総額の見積り，固定資産の減損等の

会計上の見積りを行っております。

しかしながら，今後，新型コロナウイルス感染症の動向，国内外の設備投資動向など，様々な

要因により経営環境が大きく変化した場合には，当社グループの財政状態，経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。
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（単位：百万円）

当社建設 当社投資開発
その他
(注２)

合計
調整額
（注３）

四半期連結損益
計算書計上額

売上高

外部顧客への売上高 548,180 19,766 115,329 683,276 － 683,276

セグメント間の内部

売上高又は振替高
19,813 67 77,902 97,782 △97,782 －

計 567,993 19,833 193,231 781,058 △97,782 683,276

セグメント利益（注１） 51,858 5,962 4,414 62,235 △16,200 46,034

（単位：百万円）

当社建設 当社投資開発
その他
(注２)

合計
調整額
（注３）

四半期連結損益
計算書計上額

売上高

外部顧客への売上高 527,309 13,510 104,781 645,601 － 645,601

セグメント間の内部

売上高又は振替高 6,706 120 55,592 62,419 △62,419 －

計 534,015 13,631 160,374 708,020 △62,419 645,601

セグメント利益（注１） 17,872 4,956 5,784 28,612 △18,139 10,473

（セグメント情報）

前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益は，四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。なお，報告セグメント

の利益には，引当金の繰入額及び取崩額を含んでおりません。

　　　２　「その他」の区分は，報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，当社が営んでいるエンジニ

アリング事業，ＬＣＶ事業及び子会社が営んでいる各種事業を含んでおります。

　　　３　セグメント利益の調整額△16,200百万円は，セグメント間取引消去等であります。

当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益は，四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。なお，報告セグメント

の利益には，引当金の繰入額及び取崩額を含んでおりません。

　　　２　「その他」の区分は，報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，当社が営んでいるエンジニ

アリング事業，ＬＣＶ事業及び子会社が営んでいる各種事業を含んでおります。

　　　３　セグメント利益の調整額△18,139百万円は，セグメント間取引消去等であります。

　以　　上

- 9 -

清水建設㈱（1803）2022年3月期 第2四半期決算短信


	2022年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
	○添付資料の目次
	１．当四半期決算に関する定性的情報
	（１）経営成績に関する説明
	（２）財政状態に関する説明
	（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

	２．四半期連結財務諸表及び主な注記
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項


